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【方法】ABI 0.95未満の症例を除く、連続症例2806例にて断面研究を行った。PW Vは自動測定装 
置にて heart-femoral (hf，大動脈)、heart-brachial(hb)、heart-carotid(hc)、femoral-ankle(fa)、及び 
brachial-ankle(ba)の 5 区域で計測した。まず(1)大動脈PW Vと各部位別P W Vとの相関を検討した。 
また、（2)既知の心血管危険因子（加齢、糖尿病、慢性腎臓病、高血圧、脂質異常症、喫煙）と部位 
別 P W V それぞれとの関連を検討した。さらに、（3)心血管疾患の総合的なリスク評価の指標である 
フラミンガムリスクスコア（F R S )と部位別P W Vとの関連を検討した。
【結果】⑴ b aP W V との相_ 関係は、hfPWV (r=0.796)で最も高く、hcPWV (r=0.541) で最も 
低かった。⑵心血管危険因子との関連では、加齢、糖尿病と慢性腎臓病（C K D )は、hfPWV、baPWV 
と最も密接に_ 連し、faPW Vとの関連性は低 った。（3)最後にF R S との_ 連は、hfPWV(r=0.613)、 
baPWV (r=0.609)、hbPWV (r=0.523)、hcPWV (r=0.509)、faPWV (r=0.393)の順であり、baPWV 
はhfP W Vと同等の強さで相関していた。
【結論】baPW Vが大動脈P W V と類似した特性を示すことが明らかにされた。baP W Vは central 
arterial stiffness測定の代替方法となりうる可能性がある。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年の研究によりArterial stiffnessは心血管系疾患発症において重要な役割を果たしているとさ 
れている。Central arterial stiffnessの評価方法として、大動脈の脈波速度(PWV)が標準的に測定 
されてきたが、測定が煩雑であることが問題とされている。最近では簡便に測定可能な、足首から 
上腕を測定するbrachial-ankle PWV(baPWV)が使用されてきているが、このbaPW Vが中心動脈 
と末梢動脈のどちらを反映するかは、明確にされていない。著者らは、baP W Vと最も相関するPWV 
の測定部位について研究した。
ABI 0.95未満の症例を除く、連続症例2，806例にて断面研究を行っており、P W Vは自動測定装置 
にて heart-femoral (hf，大動脈)、heart-brachial (hb), heart-carotid(hc)、femoral- ankle (fa) > 及び 
brachial-ankle(ba)の 5 区域で計測している。まず大動脈P W V と各部位別P W V との相関性を検討 
し、次いで、既知の心血管危険因子（加齢、糖尿病、慢性腎臓病、高血圧、脂質異常症、喫煙）と各 
部位別P W V との関連性を検討している。さらに、心血管疾患の総合的なリスク評価の指標であるフ 
ラミンガムリスクス コ ア （F R S )と部位別P W Vとの関連性についても言及している。
baPW Vとの相関関係は、hfPW Vで最も高ぐhcPWVで最も低かった。心血管危険因子との関連 
では、加齢、糖尿病と慢性腎臓病（C K D )は、hfPWV、baPW Vと最も密接に関連し、faP W Vとの 
関連性は低かった。最後にF R Sとの閨連は、hfPWV、baPWV, hbPWV, hcPWV, faPW Vの順で




以上の研究は、大血管障害の臨床診断学に貢献するものであり、博 士 （医学）の学位を授与されるに 
値するものと判定された。
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